
  

会   議   録 

会 議 名 第２４期小金井市公民館企画実行委員の会議 第５回 

事  務  局 小金井市公民館 緑分館 

開 催 日 時 平成２８年１２月６日（火）午前１０時～１２時 

開 催 場 所 小金井市公民館 緑分館 学習室 

出 席 委 員 大島委員、大野委員、島田委員、杉井委員、山本委員、横須賀委員 

欠 席 委 員    

事 務 局 員 大野主査、渡辺主事、山本(非常勤) 

傍 聴 の 可 否 可 傍聴者数 なし 

傍聴不可・一部不

可の場合は、その

理由 

 

会 議 次 第 

 

１ 報告事項 

（１） 高齢者学級「みどり・朴の樹学級」野外研修について 

（２） 子ども体験講座について  

（３） 成人学校「２１世紀の日本と私たちはどう向き合っていくのか」 

について 

（４） 国際交流イベント「フィンランドを知る」について 

（５） 音楽鑑賞のつどいについて 

（６） 公民館運営審議会第１２回審議会について 

（７） 公民館緑分館宿泊利用者説明会について 

（８） 第５３回東京都公民館研究大会について 

 

２ 協議事項 

（１）平成２９年度緑センターまつりについて 

 

３ その他                 

（１）三者合同研修会について 

（２）マイナンバー持参のお願いについて 

 



会議内容 司会：杉井委員 

 

１ 報告事項 

 

（１）高齢者学級「みどり・朴の樹学級」野外研修について 

山本非常勤：１１月３０日、高齢者学級の野外研修に行ってまいりまし

た。行き先は六義園と巣鴨です。ご同行いただきました大島委員、

杉井委員、横須賀委員、ありがとうございました。予期せぬこと

が多々あって大変でしたが、実行委員のみなさんのご協力のお陰

で無事終えることができました。お世話になりました。お陰様で、 

   学級生からは、とても楽しかったというお声をいただきました。 

 

（２）子ども体験講座について 

大野分館長：１２月３日に、「自然の素材で作る！クリスマスリース作

り」というテーマで子ども体験講座を実施いたしました。定員２

５名に対し、３１名の応募がありました。お陰様で、好評をいた

だき、来年もまた参加したいという感想が多く聞かれました。今

回の講座をもちまして、今年度の子ども体験講座、全４回を終了

いたしました。４回の講座のうち、１０月に実施いたしました「秋

の木の実を探そう！」は他の子ども体験講座に比べて参加者が少

なかったので、来年度は見直した方がいいのではと考えておりま

す。先日、私は府中の森郷土博物館にてゴムはんこ作りを体験し

てまいりましたが、参加者も多く、とても楽しかったので、子ど

も体験講座にいいのではと感じました。来年度の講座につきまし

ては、また企画実行委員の会議でみなさんにお諮りします。 

 

（３）成人学校「２１世紀の日本と世界に私たちはどう向き合っていく

か」について 

島田：大島委員にこの講座のポスターを作っていただきました。ありが

とうございました。ところで、みなさんにお聞きしたいことがあ

ります。講師の方から、この講座でどの程度のレベルの話しをす

ればいいのかという問合せがありました。経済について初歩的な

話なのか、ある程度の知識がある方を対象にした話なのかですが

いかがでしょう。 

山本：私のこれまでの経験からの印象ですが、経済に関心のある方は多

く、新聞や雑誌等を読んで、ある程度の経済用語を理解してらっ

しゃる方が参加されるのではないでしょうか。 

杉井：社会人でも、経済学を学んでいなければわからないことも多いの

ではないでしょうか。 

大島：講座に参加したいという方は、少なくとも経済に関心をお持ちだ

と思うので、ある程度の知識はあると考えていいと思います。 



山本：多少レベルが高くても、質疑応答の時間を持てばいいと思います。 

島田：講座の流れとしては、１時間３０分の講座の後、３０分ほど質疑

応答の時間を取るということでよろしいでしょうか。 

横須賀：間に１０分ほどの休憩をとった方がいいと思います。 

島田：質疑応答が白熱した場合、多少時間が延びても構わないのでしょ

うか。 

大野分館長：講座に使用する部屋は９時から１３時で予約してあります

ので、１５分程度でしたら延びても構いません。 

島田：では、その旨を講師に伝えておきます。 

 

（４）国際交流イベントについて 

渡辺：講師の坂根シルックさんと杉井委員で講座の日程、内容等を調整

してくださいましたので、それに沿ってポスター、チラシを作成

いたしました。後は、シルックさんと私とで相談しながら細かい

内容を決めていきます。１月１日号の市報に募集記事を掲載いた

しまして、１月４日から申込み受付を開始いたします。この講座

の初回は１月２１日ですが、東京都公民館研究大会と日程が重な

っています。大変申し訳ないのですが、担当の大島委員、島田委

員、杉井委員は、公民館研究大会は欠席して頂いて、講座のお手

伝いをお願いいたします。 

山本：質問なのですが、先ほどの成人学校と国際交流イベントの司会は

どなたがなさるのですか。私は、成人学校は企画された島田委員

が司会をされるのがいいと思います。 

島田：私は講師に質問したいと思っているのですが、司会者が質問して

もいいのでしょうか。 

横須賀：参加者から質問を受け付けて、質問が出尽くしたら最後に司会

者から質問してもいいと思います。 

大野：国際交流イベントの司会はどうしますか。 

山本：杉井委員が司会されたらいかがですか。 

杉井：講師のシルックさんと相談して、シルックさんから司会が必要と

いうお話があれば司会をいたします。 

大島：私からも質問です。国際交流イベントのチラシには全日程参加で

きる方という条件が記載されていますが、成人学校のチラシには

その件については記載されていません。成人学校は全日程参加で

きなくても受講はできるのですか。 

大野分館長：国際交流イベントは、講師と参加者、または参加者同士の

交流も目的としておりますので、そのためには全日程参加してい

ただくことにしておりますが、成人学校は経済の講座ですし、多

くの方に聞いていただきたいので、全日程参加出来る方とは記載

しておりません。とはいえ、三回で一つの講座ですので、できる

だけ全三回の講座を受講していただきたい旨を申し込み受付の



際にお伝えいたします。 

 

（５）音楽鑑賞のつどいについて 

山本非常勤：先ほどお話に出ましたが、音楽鑑賞のつどいも、例年、企

画実行委員の方に司会をお願いしているので、今年度もどなたか

にお願いできれば有り難いです。さて、先日、今回の音楽鑑賞の

つどいの講師をお願いしているバリトン歌手の大島嘉仁さんに

お会いして、講座の打合せをしてまいりました。大島さんが大ま

かな講座案を考えてくださっていたのですが、オペラの原型とも

いわれている「コンメディア・デラルテ」を紹介しながらモーツ

ァルトのオペラについて解説したいとのことでした。実演で５曲

ほど歌っていただけるそうなのですが、曲目を講座のテーマに沿

っているが有名ではない曲と講座のテーマとは違うが有名な曲

のどちらがいいのか迷ってらっしゃいます。みなさんのご意見は

いかがでしょうか。 

大野：私はみなさんが知っている曲が喜ばれると思います。バリトン歌

手であれば、カルメンのアリアなどがいいのではないでしょう

か。いずれにしても、生で歌っていただけるのはとても喜ばれる

と思います。 

大島：私もオペラが好きで、何枚か DVDを買い揃えたりしているので

すが、オペラとは何かという初歩的なことにも触れていただけれ

ば嬉しいです。 

山本非常勤：では、みなさんのご意見を講師に伝えておきます。 

大野分館長：音楽鑑賞のつどいは３月１１日土曜日に実施予定です。こ

の講座は企画実行委員の方全員が担当ですので、ご協力よろしく

お願いいたします。 

 

（６）公民館運営審議会について 

大野分館長：１１月１７日貫井北分館にて第３３期第１２回公民館運営

審議会が開催されました。公民館中長期計画の策定、布団、及び

陶芸釜使用に係る実費負担について審議が行われました。 

 

（７）公民館緑分館宿泊利用者説明会について 

大野分館長：緑分館を宿泊利用する際の布団レンタル料金の実費負担に

つきましては、公民館運営審議会にて審議され、実費徴収を行う

方向でまとまりましたので、１２月１５日午後２時からここ緑分

館にて宿泊利用者説明会を実施いたします。 

 

（８）第５３回東京都公民館研究大会について 

大野分館長：１月２１日土曜日、福生市において第５３回東京都公民館

研究大会が開催されます。先ほども触れましたが、この日は、国



際交流イベントの初日ということで、担当の大島委員、杉井委員、

島田委員は欠席、大野委員、山本委員、横須賀委員の三名が出席

ということで申し込んであります。参加される委員の方々、当日

はよろしくお願いいたします。 

 

２ 協議事項 

 

（１）平成２９年度緑センターまつりについて 

大野分館長：平成２９年度緑センターまつりについてですが、開催日が

６月２日、３日、４日の三日間に決定いたしました。センター祭

の実行委員会が、第一回目が３月７日、第二回目が４月１８日に

実施されます。センターまつりは企画実行委員の方全員が担当で

すので、実行委員会もまつり当日も全員のご出席をお願いいたし

ます。 

杉井：今までセンターまつりには伺ったことがないのですが、どのよう

なものですか。 

大野分館長：公民館を利用している団体やサークルが、日頃の成果を発

表する場で、音楽、ダンス、展示、模擬店部門に分かれています。

企画実行委員さんの方の仕事といたしましては、他館から借りて

くるパネルの搬入、まつりの準備、自転車整理の手伝い等です。

特別イベントについてですが、集客を目的としておりまして、今

年度はパーカッションとギターの音楽ユニットに来ていただき

ました。特別イベントの出演者についてご提案があれば、次回の

会議の際にお知らせください。 

 

３ その他 

 

（１）三者合同研修会について 

大野分館長：２月７日、貫井南分館にて三者合同研修会が開催されます。

三者というのは、企画実行委員、公民館運営審議会、職員のこと

です。みなさんのご参加をお願いいたします。 

 

（２）マイナンバー持参のお願いについて 

大野分館長：源泉徴収票作成のためにマイナンバーが必要ですので、大

変お手数ですが、次回の会議の際にマイナンバーをお知らせくだ

さい。よろしくお願いいたします。 

 

 

次回 平成２９年１月１０日（火）午前１０時から 

公民館緑分館事務室  

司会：横須賀委員            

以上 



 


